
前
川
崎
市
産
業
振
興
財
団
理
事
長
君
嶋
武
胤

臨
海
部
の
新
産
業
に

廃熱利用

　
き
み
し
ま
・
た
け
つ
ぐ
　
１
９
４

５
年
、
茨
城
県
出
身
。
東
京
大
学
工

学
修
士
。
川
崎
市
役
所
に
入
所
、
市

総
合
企
画
局
長
な
ど
歴
任
、
２
０
１

０
年
６
月
ま
で
市
産
業
振
興
財
団
理

事
長
。
専
修
大
学
客
員
教
授
。

　
川
崎
臨
海
部
に
は
、
一
部
は
使

わ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
大
半
は
手

つ
か
ず
の
資
源
が
あ
る
。
こ
の
資

源
を
有
効
に
使
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
環
境
改
善
に
役
立
ち
、
新
し

い
産
業
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
資
源

と
は
、
臨
海
部
で
日
々
生
み
出
さ

れ
て
い
る
膨
大
な
廃
熱
だ
。

　
川
崎
臨
海
部
に
は
、
製
鉄
所
、

発
電
所
、
石
油
精
製
所
な
ど
か
ら

の
温
廃
熱
が
あ
り
、
液
化
天
然
ガ

ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

基
地
か
ら
の
冷
廃

熱
が
あ
る
。全
国
の
都
市
の
中
で
、

廃
熱
を
一
番
た
く
さ
ん
出
し
て
い

る
の
が
、
川
崎
市
だ
と
も
い
わ
れ

て
い
る
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、

活
用
を
待
つ
資
源
・
廃
熱
を
一
番

保
有
し
て
い
る
都
市
が
川
崎
と
い

う
こ
と
だ
。
こ
の
資
源
活
用
の
実

用
化
モ
デ
ル
は
川
崎
市
を
舞
台
に

つ
く
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
清
掃
工
場
の
余
熱
利
用
や
、
個

別
の
工
場
ご
と
の
廃
熱
利
用
は
、

以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、

東
京
電
力
川
崎
火
力
発
電
所
の
余

剰
蒸
気
を
周
辺

工
場
に
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
で
年
間

万

供
給
す
る

事
業

ス
チ
ー
ム
ネ
ッ
ト

社

も
２
０
１
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。
し
か
し
、
川
崎
臨
海
部
に
は

ま
だ
未
利
用
の
廃
熱
は
圧
倒
的
に

多
く
、
日
々
大
気
中
や
海
中
に
捨

て
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
べ
く

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
飯
沼
和

正
氏
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
過
去

何
度
か
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
き

た
。
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
廃
熱

利
用
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
利
用
だ
け
で
な
く
、
船

や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
介
す
る
オ
フ

ラ
イ
ン
利
用
ま
で
視
野
を
広
げ
れ

ば
、大
き
な
可
能
性
が
生
ま
れ
る
。

　
温
熱
を
運
ぶ
蓄
熱
密
度
の
高
い

物
質
と
し
て
塩
化
リ
チ
ウ
ム
、
冷

熱
を
運
ぶ
物
質
と
し
て
ド
ラ
イ
ア

イ
ス
な
ど
が
候
補
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
は
、
臨
海

部
の
工
場
群
か
ら
大
量
に
発
生
す

る
二
酸
化
炭
素
と
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
気
化

時
に
生
ま
れ
る
冷
熱
を
結
び
つ
け

る
こ
と
で
製
造
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
温
廃
熱
を
大
量
に
出
す

川
崎
臨
海
部
の
近
く
に
は
、
大
き

な
熱
需
要
が
あ
る
。
川
崎
都
心
部

だ
け
で
な
く
羽
田
空
港
、
東
京
臨

海
副
都
心
、み
な
と
み
ら
い

Ｍ

Ｍ

地
区
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ

ら
需
要
地
に
向
け
て
オ
フ
ラ
イ
ン

で
川
崎
臨
海
部
か
ら
の
廃
熱
を
蓄

熱
密
度
の
高
い
物
質
を
介
し
て
運

べ
れ
ば
、
全
体
と
し
て
環
境
負
荷

を
抑
え
、
熱
供
給
の
コ
ス
ト
を
下

げ
る
新
産
業
が
生
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。

　
ま
た
、
東
扇
島
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地

か
ら
出
る
冷
熱
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

で
近
隣
の
冷
凍
冷
蔵
倉
庫
群
に
供

給
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
あ
る
い

は
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

固
体

に
し

た
う
え
で
、
同
じ
臨
海
部
に
あ
る

下
水
処
理
場
に
運
び
、
汚
泥
の
脱

水
工
程
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
過
去
の
調
査
で
廃

熱
の
オ
フ
ラ
イ
ン
活
用
の
可
能
性

は
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、温
熱
や
冷
熱
の
需
要
と
、

供
給
を
う
ま
く
結
び
つ
け
事
業
化

す
る
た
め
に
は
、
ま
だ
研
究
す
べ

き
課
題
は
多
い
。

　
川
崎
市
は
、
環
境
都
市
を
標
榜

ひ
ょ
う
ぼ
う

し
、
環
境
産
業
に
も
力
点
を
置
い

て
国
際
環
境
技
術
展
の
開
催
や
環

境
総
合
研
究
所
の
準
備
も
進
め
て

い
る
。
産
・
学
・
公
・
民
の
組
織

と
し
て
川
崎
臨
海
部
再
生
リ
エ
ゾ

ン
推
進
協
議
会
が
あ
り
、
そ
の
元

で
臨
海
部
の
大
手
企
業
が
参
画
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
産
業
・
環
境
創
造

リ
エ
ゾ
ン
セ
ン
タ
ー
も
活
動
し
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
組
織
と
も
連
携
し

て
、
川
崎
臨
海
部
に
あ
る
廃
熱
を

有
効
活
用
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

起
こ
し
成
果
を
だ
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
川
崎
臨
海
部
に
お
け
る
新

し
い
環
境
産
業
と
し
て
大
き
な
柱

が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
規
模
や
波

及
効
果
を
考
え
る
と
、
川
崎
市
を

舞
台
に
、
国
・
県
・
市
や
企
業
群

の
協
力
の
も
と
、
産
官
学
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
推
進
す
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

廃
熱
と
い
う
資
源

の
活
用

を
具
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同

様
に
廃
熱
を
出
し
て
い
る
ア
ジ

ア
、
世
界
の
諸
都
市
に
向
け
て
大

き
な
貢
献
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

あそこは 火ダルマなの？ 松島　りつこ

高速道休憩所が娯楽施設に

雄
大
な
富
士
山
が
間
近
に
見
え
る
富
士
川

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

静
岡
県
富
士
市

　
観
覧
車
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
富
士
の

絶
景

。
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

Ｓ
Ａ
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

Ｐ
Ａ

が
劇
的
に
進
化
し
て
い
る
。

　
旅
の
途
中
に
つ
い
長
居
し
て
し
ま
い
そ

う
だ
が
、
渋
滞
で
疲
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に

は
絶
好
の
オ
ア
シ
ス
と
な
り
そ
う
。

▽
眺
望

　
東
京
か
ら
東
名
高
速
道
路
を
西
へ
１
２

７

。
富
士
川
Ｓ
Ａ

静
岡
県

に
入
る

と
雄
大
な
富
士
山
が
眼
前
に
現
れ
る
。
山

頂
か
ら
裾
野
ま
で
広
が
る
絶
景
を
展
望
で

き
る
ラ
ウ
ン
ジ
で
、
家
族
と
過
ご
す
会
社

員
沢
田
博
一
さ
ん

は

景
色
が
何
と

も
素
晴
ら
し
い

と
絶
賛
し
た
。

　
併
設
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
直
径

の
ド
ー
ム
で
富
士
山
の
星
空
を
楽
し

め
、
人
気
を
集
め
る
。

　
施
設
運
営
会
社
の
関
佑
輔
さ
ん

は

と
に
か
く
富
士
山
が
一
番
の

武
器
。

伏
流
水
で
入
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
富
士
を
ゆ
っ
く
り
眺
め
て
ほ
し
い

と
話
す
。

　
か
つ
て
は
ト
イ
レ
休
憩
と
ガ
ソ
リ
ン
を

補
給
す
る
だ
け
だ
っ
た
Ｓ
Ａ
、
Ｐ
Ａ
。

　
日
本
道
路
公
団
が
２
０
０
５
年
に
民
営

化
し
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
さ
え
な
い
土

産
コ
ー
ナ
ー
が
デ
パ
ー
ト
の
よ
う
に
変
貌

し
た
売
り
場
も
。
ご
当
地
グ
ル
メ
や
グ
ッ

ズ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
め
、
公
園
や

温
泉
も
併
設
さ
れ
、
ひ
と
か
ど
の
レ
ジ
ャ

ー
施
設
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

▽
豪
華

　
愛
知
県
豊
田
市
と
三
重
県
四
日
市
市
を

結
ぶ
伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
。刈
谷
Ｐ
Ａ
愛

知
県

に
は
高
さ

の
観
覧
車
と
ゴ
ー

カ
ー
ト
が
あ
り
、
遊
園
地
の
よ
う
。

　
一
般
道
か
ら
立
ち
寄
れ
、
約
１
２
０
０

台
が
駐
車
可
能
。
鮮
魚
や
野
菜
の
産
直
市

場
を
併
設
し
、
休
日
は
客
で
あ
ふ
れ
、
昨

年
は
８
３
０
万
人
が
訪
れ
た
。

　

女
性
に
好
ま
れ
る
施
設

が
コ
ン
セ

プ
ト
。
極
め
付
き
は
豪
華
な
女
性
ト
イ
レ

で
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
敷
か
れ
た
フ
ロ
ア
の

中
央
に
は
ソ
フ
ァ
と
テ
ー
ブ
ル
が
置
か

れ
、
ラ
ウ
ン
ジ
の
よ
う
。
浜
松
市
の
主
婦

は

ト
イ
レ
と
は
思
え
な
い

と
驚

い
て
い
た
。

　

高
速
道
路
会
社
が
借
金
返
済
の
た
め

Ｓ
Ａ
、
Ｐ
Ａ
に
て
こ
入
れ
し
て
い
る

と

分
析
す
る
の
は
交
通
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

清
水
草
一
さ
ん
。

　
世
界

カ
国
を
走
っ
た
経
験
か
ら

こ

れ
だ
け
多
種
多
様
な
施
設
の
あ
る
高
速
道

路
は
日
本
だ
け
。
断
ト
ツ
で
世
界
一

と

太
鼓
判
。
絶
品
の
近
江
牛
が
食
べ
ら
れ
る

と
い
う
理
由
で
、
個
人
的
に
は
新
名
神
高

速
道
路
の
土
山
Ｓ
Ａ

滋
賀
県

を
一
押

し
す
る
。

基礎科学担う若者育成サマーチャレンジ

総
合
研
究
大
学
院
大
学
素
粒
子
原
子
核
専
攻
教
授
春
山
富
義

　
は
る
や
ま
・
と
み
よ
し
　
慶
応
義
塾
大
学
工
学
部
卒
、
同

工
学
博
士
。
総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授
。
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

加
速
器
研
究
機
構

教
授

に
お
い
て
低
温
工
学
、
低
温
液

体
粒
子
検
出
器
技
術
開
発
に
携
わ
る
。
サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

校
長
を
務
め
る
。

第
４
回
サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
参
加

し
た
大
学
３
年
生
、
Ｔ
Ａ
、
ス
タ
ッ

フ

　
酷
暑
で
あ
っ
た
今
年
の

夏
、
つ
く
ば
研
究
学
園
都
市

の
最
北
に
位
置
す
る
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構

Ｋ
Ｅ
Ｋ

の
構
内
を
闊
歩

か

っ

ぽ

す
る
多
く
の
若
い
学
生
の
姿

が
目
立
っ
て
い
た
。

　
今
年
で
４
回
目
の

大
学

生
の
た
め
の
素
粒
子
原
子

核
、
物
質
生
命
ス
ク
ー
ル

サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

に

全
国
か
ら
集
ま
っ
た

人
の

大
学
３
年
生
だ
。
定
員
の
２

倍
強
の
応
募
者
か
ら
選
ば
れ

た
。
テ
ー
マ
は
、

宇
宙
、

物
質
、
生
命

世
紀
の

に
挑
む

で
あ
る
。
サ
マ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
２
０
０
７

年
に
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学

研
究
者
会
議
と
原
子
核
談
話

会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
で
生
ま
れ
、
Ｋ

Ｅ
Ｋ
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
態
勢

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。

　
そ
の
趣
旨
は
、

日
本
の

基
礎
科
学
を
担
う
若
き
知
を

育
成
す
る

点
に
あ
る
。
今

年
は
、
昨
年
ま
で
の

素
粒

子
原
子
核
コ
ー
ス
に
加
え
、

物
質
生
命
コ
ー
ス

が
新

設
さ
れ
た
。
物
質
生
命
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
あ
る
Ｐ
Ｆ

懇
談
会
、日
本
放
射
光
学
会
、

日
本
中
性
子
学
会
、
日
本
中

間
子
科
学
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
受
け
て
い
る
。

　

人
が
４

６
人
程
度
の

の
演
習
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
九
つ
の
素
粒
子
原
子
核

テ
ー
マ
の
実
験
と
八
つ
の
物

質
生
命
コ
ー
ス
の
実
験
の
い

ず
れ
か
を
行
う
。
そ
れ
ぞ
れ

９
日
間
と
６
日
間
、
Ｋ
Ｅ
Ｋ

の
宿
舎
に
泊
ま
り
、
食
堂
で

三
食
を
共
に
す
る
。
最
終
日

に
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
成
果

発
表
を
口
頭
、
ポ
ス
タ
ー
両

方
で
行
っ
た
。

　
期
間
中
、
学
生
の
新
鮮
な

頭
脳
と
疲
れ
を
知
ら
な
い
好

奇
心
が
、
実
験
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
各
大
学
研
究
室
の
大
学

院
生
Ｔ
Ａ

テ
ィ
ー
チ
ン
グ

ア
シ
ス
タ
ン
ト

に
ぶ
つ
け

ら
れ
、
少
し
で
も
い
い
結
果

を
得
よ
う
と
寝
る
間
を
惜
し

ん
で
没
頭
し
て
い
く
。
Ｔ
Ａ

も
と
こ
と
ん
付
き
合
い
、
疑

問
を
一
緒
に
解
決
す
る
こ
と

で
自
分
た
ち
も
成
長
し
て
い

く
よ
う
だ
。

　
学
生
は
午
前
中
、
大
学
や

研
究
機
関
か
ら
招
か
れ
た
講

師
陣
に
よ
る
各
分
野
の
最
新

研
究
成
果
、
世
界
の
動
向
な

ど
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
講
義

に
集
中
す
る
。
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
の
益
川
敏
英
氏
に
よ
る

大
学
、
大
学
院
時
代
に

驚
愕
し
た
こ
と

と
題
す
る

き
ょ
う
が
く

特
別
講
演
に
学
生
た
ち
は
大

い
に
刺
激
を
受
け
た
よ
う

だ
。
さ
ら
に
広
大
な
加
速
器

施
設

つ
く
ば

の
見
学
や

Ｊ

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ

大
強
度
陽

子
加
速
器

施
設

茨
城
県

東
海
村

へ
の
一
日
ツ
ア
ー

に
加
え
、
大
学
や
研
究
機
関

で
働
く
研
究
者
の
生
の
声
を

聞
く
キ
ャ
リ
ア
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
な
ど
、
Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
イ
ン
フ

ラ
を
十
分
に
生
か
し
た
ユ
ニ

ー
ク
な
ス
ク
ー
ル
と
な
っ
て

い
る
。

　
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
学
生

は
初
め
は
お
互
い
を
全
く
知

ら
な
い
。
が
、
寝
食
を
共
に

し
、
共
通
の
目
的
を
持
っ
て

実
験
に
没
頭
す
る
こ
と
で
仲

間
意
識
が
強
く
育
ま
れ
て
い

き
、
最
終
日
に
は
自
分
た
ち

で
こ
の
強
烈
な
つ
な
が
り
を

ど
う
発
展
さ
せ
て
い
く
か
考

え
始
め
て
い
る
。
第
１
回
生

は
、
自
主
的
に
１
年
半
後
に

Ｋ
Ｅ
Ｋ
で
再
会
し
、
お
互
い

の
卒
業
研
究
を
発
表
し
合
っ

た
。
大
学
院
に
進
ん
だ
何
人

か
は
翌
年
か
ら
Ｔ
Ａ
と
し
て

サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
回
帰

し
て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
、

自
分
た
ち
で
学
部
学
生
の

数
物
セ
ミ
ナ
ー

を
立
ち

上
げ
、
合
宿
や
講
演
会
を
組

織
す
る
と
い
う
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。

　
素
粒
子
原
子
核
コ
ー
ス
に

物
質
生
命
コ
ー
ス
が
加
わ

り
、

日
本
の
基
礎

科
学
を
担
う
若
き
知

を
育
成
す
る

と
い

う
原
点
が
根
付
き
大

き
く
広
が
ろ
う
と
し

て
い
る
。
サ
マ
ー
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
終
え
て

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に

帰
っ
て
い
く
と
き
の

学
生
の
目
の
輝
き
と

は
つ
ら
つ
と
し
た
笑

顔
の
中
に
そ
の
こ
と

を
確
信
す
る
。
全
国

に
広
が
っ
て
い
く
活

性
化
さ
れ
た

若
き

知

が
大
き
く
羽
ば

た
く
未
来
に
わ
く
わ

く
し
て
い
る
。

ゆ
と
り
を
感
じ
る
空
間

藤本裕子「お母さん業界新聞」編集長

　
社
会
、
経
済
、
生
活
、

商
況
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
新

聞
各
紙
の
一
般
的
な
ペ
ー

ジ
と
は
異
な
り
、
神
奈
川

　新
聞
に
は
ち
ょ
っ
と
ユ

ニ
ー
ク
　な

ゆ
と
り

と
い
う
カ
テ
ゴ
　リ
ー
が

あ
る
。

　
他
紙
面
と
は
違
っ
た
趣

で
カ
ラ
フ
ル
な
写
真
。

月

日
付
の

一
流
ホ
テ

ル

と
い
う
記
事
に
心
が

騒
い
だ
の
は
、

一
流
ホ

テ
ル
の
存
在
は
、
都
市
の

成
熟
度
を
測
る
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
の
一
つ
と
さ
れ
る

と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
冒
頭
の
言
葉
だ
け
で
な

く
、
そ
こ
に
登
場
す
る
リ

ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

大
阪
市
北
区

と
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

横

浜
市
中
区

が
、
偶
然
に

も
私
に
と
っ
て
縁
の
あ
る

ホ
テ
ル
だ
っ
た
か
ら
か
も

し
れ
な
い
。

　
大
阪
で
客
室
乗
務
員
を

し
て
い
た

年
前
、
羽
田

宿
泊
時
の
常
宿
が
横
浜
の

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

だ
っ
た
。
宿
泊
の
翌
朝
は

港
を
一
望
す
る
レ
ス
ト
ラ

ン
で
ひ
と
り
モ
ー
ニ
ン

グ
。
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク

も
う
ま
く
使
え
な
い

歳

の

田
舎
娘

は
、
オ
ム

レ
ツ
の
美
し
さ
と
緊
張
感

が
、
今
も
記
憶
に
残
っ
て

い
る
。

　
一
方
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
は
、
知
り
合
い
が
勤
め

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

現
在
も
大
阪
出
張
で
、
時

折
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
。
コ
ー
ヒ
ー
の
値
段
も

一
流
だ
が
、
さ
り
気
な
く

添
え
ら
れ
た
お
菓
子
と
、

着
物
姿
の
優
雅
な
接
客
が

う
れ
し
い
。

　
記
事
で
は
両
ホ
テ
ル
を

ア
ン
チ
東
京
の
心
意
気

と
小
粋
に
ま
と
め
て
い
た

が
、
最
近
ホ
テ
ル
業
界
で

気
に
な
る
の
は
、
一
流
ホ

テ
ル
の

大
衆
化

。
一

流
ホ
テ
ル
の
良
さ
と
は
、

ゆ
と
り

を
感
じ
ら
れ

る
空
間
で
あ
る
こ
と
だ

が
、
そ
の
た
め
に
は
、
そ

こ
に
い
る
人

サ
ー
ビ
ス

を
す
る
人
も
受
け
る
人

も

が
一
流
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
は
ず
。

　

一
流

と
は
、
職
業

や
肩
書
で
は
な
く
、
言
葉

遣
い
や
マ
ナ
ー
な
ど
の

振
る
舞
い

を
指
す
が
、

近
年
は
安
価
な
ネ
ッ
ト
料

金
で
、
誰
も
が
気
軽
に
泊

ま
れ
る
ホ
テ
ル
に
な
り
つ

つ
あ
る
半
面
、
客
側
に
そ

の
意
識
が
薄
れ
て
き
て
い

る
よ
う
に
も
感
じ
る
。

　
先
日
、
横
浜
市
の
み
な

と
み
ら
い

地
区
に
あ
る

ホ
テ
ル
の
モ
ー
ニ
ン
グ
を

利
用
し
た
が
、
料
理
、
サ

ー
ビ
ス
と
も
に
数
年
前
と

は
様
変
わ
り
。
客
層
に
合

わ
せ
て
い
る
の
か
、
フ
ァ

ミ
レ
ス
と
変
わ
ら
な
い
空

気
に
な
っ
て
い
て
が
っ
か

り
し
た
。

　
手
本
に
し
た
い
の
は
、

映
画

プ
リ
テ
ィ
・
ウ
ー

マ
ン

リ
チ
ャ
ー
ド
・

ギ
ア
、
ジ
ュ
リ
ア
・
ロ
バ

ー
ツ
主
演

に
登
場
す
る

娼
婦
を
一
流
の
女
性
に
変

身
さ
せ
た
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
。
ま
さ
に
、
上
級
の
サ

ー
ビ
ス
と
い
え
よ
う
。

　
お
客
さ
ま
に
一
流
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
と

同
時
に

一
流
の
客
に
な

る
喜
び

を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
。
そ
れ
も
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
で
は
な
い
か
。

　
新
聞
は
世
相
を
反
映
す

る
鏡
。
目
や
耳
を
覆
い
た

く
な
る
よ
う
な
記
事
に

辟
易
す
る
が
、
こ
の
日
の

へ
き
え
き

ゆ
と
り

コ
ー
ナ
ー
は
、

ま
さ
に
ゆ
と
り
の
空
間
が

広
が
る
一
流
の
紙
面
だ
っ

た
。

　

ふ
じ
も
と
　
ゆ
う
こ

　
長
く
子
育
て
支
援
に
取

り
組
み
、

お
母
さ
ん
大

学

も
開
校
し
た
。
横
浜

市
神
奈
川
区
在
住

若
年
層
の
「
自
立
」
難
し
く

　働いている若者にとっ
ても経済的な自立は厳し
いようだ 厚生労働省が
～ 歳の若年労働者を
対象に実施した調査 約
万 千人が回答 による
と 自分の収入だけで生
活している人の割合は
パートや契約社員など正
社員以外の立場で働く若
者の場合 ％にとど
まった 親や配偶者らの
収入と合わせて生活して
いる人は ％だった
　正社員の場合でも自分
の稼ぎだけで生活してい
る人は ％と 半数を
わずかに上回る程度だっ
た
　 年秋のリーマン・
ショックに伴う景気悪化
で失業率が上昇し 企業

の賃金抑制傾向も続いて
いる こうした状況が
若者の就労意識にも影響
している
　将来の展望では 正社
員以外の若年労働者の場
合 計 ％が正社員へ
の移行を希望 一方 正
社員の若者で 転職した
い と答えたのは ％
にとどまった 安定優
先 の意識が背景にある
ようだ

　 月曜日年 平成 年 月 日第３種郵便物認可

神奈川新聞　2010年12月27日
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